
実現したい品

質を把握し、

テストの目的

を設定する

P1

コンテスト概要

（ホームページ）

話題沸騰ポット

要求仕様書

テスト対象

アイテムを

特定する

P2
テスト計画書

テスト対象

物を分析す

る

P3

分析モデル

Q&Aシート

分析済み話題沸騰ポット

要求仕様書

機能一覧

テストカテゴリ

モデル

テストの目的

と分析結果か

らテストの観

点を決定する

P4

競業他社情報

テスト実施箇

所を特定する

P5

テスト分析マトリクス

＋テスト設計書

P6

テスト実施箇所

のテスト設計方

針を決定する

ゆもつよマトリクス

三色ボールペン法

コネクト

６Ｗ２Ｈ分析マインドマップ

インプット 成果物

物理現象分析結果

■　テスト設計プロセス（PFD)
チーム：めいしゅ館
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■　分析済み話題沸騰ポット要求仕様書 チーム：めいしゅ館
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サーミスタ

ヒータ用電源

蓋センサ

満水センサ

第n水位センサ

操作パネル

ブザー

水温

水位

満水

蓋開／閉

ポンプ

ヒータ

給水開始／停止

加熱開始／停止

タイマ

時間設定、カウントダ

ウン開始／停止

タイムアップ

動作の開始／停止、
状態設定

状態表示

鳴動の開始／停止

ポットの中
身の温度を

制御する

P3

ポットの中身
を給湯する

P1

水量を検出
する

P4

時間を計測
する

P2

コンセント

電源オン／オフ

水量

蓋開／閉

蓋開／閉

給湯状態

電源オン／オフ

状態表示

動作の開始／停止、
状態設定

水量

電源オン／オフ

電源状態

温度制御状態

電源オン／オフ

状態表示

鳴動の開始／停止

動作の開始／停止、
状態設定

蓋開／閉

動作の開始／停止、
状態設定

電源オン／オフ

ヒータ用電源

コンセント

コンセント

コンセント

蓋センサ

ブザー

操作パネル

■　分析モデル（DFD0）
チーム：めいしゅ館
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温度制御状態遷移stm

do / サーミスタoff、保温ランプ消灯、沸
騰ランプ消灯、サーミスタ温度を温度表

示窓に非表示

アイドル

do / 沸騰ランプ点灯、保温ランプ消灯、サーミスタ温度
を温度表示窓に表示、目標温度ON/OFF方式でヒータを

制御

沸騰

カルキ抜き中

加熱中

蓋センサが3s以上on

[水量が適正]

蓋センサが3s以上on [水量が異常]

do / 保温ランプ点灯、沸騰ランプ消
灯、サーミスタ温度を温度表示窓に

表示、PID制御方式でヒータを制御

保温

蓋センサが1s以上off / インジケータセル全消灯、

ロック解除、ロックランプ消灯

蓋センサが1s以上off / インジケータセル全消
灯、ロック解除、ロックランプ消灯

沸騰ボタン100ms以上押下 [給湯中で無い] / ブザー100ms鳴動

沸騰ボタン100ms以上押下 [else]

エラー

エラー検知 / ヒーターoff、30秒間ブザー鳴動

全水位センサoff

サーミスタ
100℃検出

3min経過

カルキ抜き状態終了

エラー検知 / ヒーターoff、30秒間ブザー鳴動

全水位センサoff

？

pot-221-11
pot-320-31

pot-330-12
で蓋センサoffの若干の仕様の違いがある

？
pot-221-11

pot-310-31
pot-330-13

で蓋センサoffの若干の仕様の違いがある

？
pot-220-11
pot-220-21

pot-330-41
・蓋センサon

・アイドル→沸騰の状態遷移
について若干の仕様違いがある

エラー
・高温エラー

・温度下がらずエラー
・温度上がらずエラー

エラー
・高温エラー
・温度上がらずエラー

？
満水センサonのイベントが

USDMに定義されてない
(7.イベントには定義されている)

■　分析モデル（温度制御状態遷移）
チーム：めいしゅ館
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How much（いくらで）

How（どのように）

Whom（誰のために）

Why（なぜ）

What（何を）

Who（誰が）

Where（どこで）

When（いつ）

話題沸騰ポット

＜話題沸騰ポットの主要な機能＞

01 ポットの中身の温度を保つ
02 ポットの中身を沸騰させる

03 ポットの中身を給湯する

04 水量を検出する
05 時間を計測する

鍋パーティー

暖かいお湯で顔を洗いたい

暖かいお手拭を作りたい

過去の設定時間が記録されていて任意に呼び出せれば解決

タイマを設定する間に時間が経過してしまう

お湯を注いでタイマセットして3分待つ

何種類かメモリできると親切

最悪60回押さないといけない
頻繁にタイマの時間を切り替えるのは大変

1～2分待つ

お湯を注いだあと3分待つ

タイムアップのブザーと他のブザーの区別はつく？

タイマがタイムアップしたら食べられる

タイマの残り時間が分からない

温度が分からない

ボタンが分からない

水位メータが点滅する

目立つ動作をして欲しい
お湯が無いと困る

すぐに使いたい

各保温温度での水量検出のテスト 温度変化による体積の増減は水量検出に影響しない？

周りにお湯が飛び散らないかテスト

湯気が沢山出る

お湯を出してもすぐ冷める

操作パネルのバックライトはある？

暗い

外気温によって沸騰時間に差があるかどうかテスト

寒いと沸騰に時間がかかるかも

お茶が飲みたい

すぐに沸いて欲しい

カップラーメーンが食べたいとき

湿度が高い

空気が乾燥している

暖房で気温が高い

外気温が低い

冷房で気温が低い

外気温が高い

冬

夏

季節

状況

食事

時間

夜

朝

休憩

昼

01_When（いつ）

コーヒー

カップラーメン

長丁場

徹夜の語り合い

沢山のお湯が必要 パーティー

友人宅

電源周波数

東日本

西日本

日本

建物から延長コード

車のシガーソケットアウトドア

3分設定を覚えられない？

毎回3分を設定しなければならない？
大勢でタイマを使いたいかも

部屋が違うとブザーが聞こえない

ブザーが鳴るとうるさい

ブザーの音量はどのくらい？

動作
給湯中

消費電力

操作パネルに物が乗っても動作しずらいかテスト

ポット設置面

ポット表面

給湯時に給湯口が詰まらないかテスト

気圧は給湯に影響する？

傾いていると水位を誤認するかテスト

上昇中は傾いている

給湯できるかテスト

落雷で壊れる？

給湯時にお湯がこぼれると書類が濡れる

各種不純物が入っていても大丈夫かテスト

不純物
外国

どの水の硬度でも問題ないかテスト

超軟水
屋久島

地域

濡れている状態でも大丈夫？

ポットを洗う

操作パネル、コンセント等の防水加工はしてあるかテスト小雨が降っている

暗いところで誤操作しないかテスト暗い

塵や埃が多い

工事現場

飛行機

船

観光バス

陸、海、空

エラーで停止

沸騰中にヒータが剥き出し

湯量の誤認
振動してても正しく動作する？

揺れる

乗り物の中

散らかっている
状況

資料に埋もれたところで沸騰させても火災は起きない？

狭い

建築現場のプレハブ

湿度は水の温度に影響する？

今の仕様では沸騰条件（100℃）が成立しない

水が100℃にならない

消費電力が製品仕様通りかテスト

ブレーカーが飛ばない？

沸騰中

湿度が高い

蒸発し続けてお湯が減る

途中で電源が落ちちゃうかも

バッテリー駆動

屋内

気圧が高い？謎

地下

気圧が低い
山の上

屋外

自家発電機

夜帰ったあと電源が入りっぱなし

早朝は誰も居ない

結露したら困る 自宅

会社のオフィス

自室

台所

02_Where

■　６Ｗ２Ｈ分析マインドマップ１
チーム：めいしゅ館

©2012 Renesas Micro Systems Co., Ltd. All rights reserved.



Ｎｏ
区分 対象箇所

（仕様書名、ページ番号など）
内容 記入者 記入日 質問対象

者
ご回答希望
日

ご回答内容 ご回答者 ご回答日

1 ブザー 話題沸騰ポット要求仕様書
第7版 P.4

ブザー音が○○KHzとなっておりますが仕様は確定しましたでしょうか？
また、ブザー音は１種類でしょうか？または複数種類を想定されていますで
しょうか？

なの 2011/1/20 胡麻印ま
ほうびん
(株)さま

2011/1/27

2 蓋 話題沸騰ポット要求仕様書
第7版 P.6

蓋センサのデフォルトが定義されておりません。蓋センサのデフォルトはon／
offのどちらとなりますでしょうか？

なの 2011/1/20 胡麻印ま
ほうびん
(株)さま

2011/1/27

3 蓋 話題沸騰ポット要求仕様書
第7版 P.6

蓋開の場合の操作パネル部の下記制御に指定はございますでしょうか？
・タイマ残り時間表示窓
・モード表示窓

なの 2011/1/20 胡麻印ま
ほうびん
(株)さま

2011/1/27

4 解除ボタ
ン

話題沸騰ポット要求仕様書
第7版 P.7

pot-250-11に「コンセントに繋いだ直後はロック解除」と記載されております
が、その場合コンセント接続時に給湯可能となってしまうため、安全性を考え
て「ロック」とした方が良いと思いますがいかがでしょうか？

さかい 2011/1/20 胡麻印ま
ほうびん
(株)さま

2011/1/27

5 沸騰ボタ
ン

話題沸騰ポット要求仕様書
第7版 P.7

pot-260-11を見ると、沸騰行為中は給湯できない仕様となっておりますが問
題ありませんでしょうか？

【理由】
何らかの条件で沸騰行為が完了しない場合（例：低気圧化（富士山の山頂な
ど）で使用すると水温が100℃に到達しません）、給湯ができない状態となって
しまうことを懸念しております

なの 2011/1/20 胡麻印ま
ほうびん
(株)さま

2011/1/27

6 タイマ 話題沸騰ポット要求仕様書
第7版 P.8

pot-270-41に関連して、タイマが起動している場合にタイマボタンを100msec
以上、3sec未満押したときの仕様をご提示いただけますでしょうか？

【案】
①カウントダウンを継続しつつ、残り時間を設定
②一旦カウントダウンを停止し、残り時間を設定、タイマボタンを押すのを止め
た1sec後からカウントダウン開始

なの 2011/1/20 胡麻印ま
ほうびん
(株)さま

2011/1/27

7 タイマ 話題沸騰ポット要求仕様書
第7版 P.8

pot-271-11に関連して、「タイマが起動していないとき」または「タイマの時間を
セット後のタイマ開始前（タイマボタンを離して1sec経過前に再度タイマボタン
を押下）」に、タイマボタンを3sec以上長押ししたときの仕様をご提示いただけ
ますでしょうか？

【案】
pot-270-21に従ってタイマ残り時間を更新後、0min0secにリセットし、タイマを
停止

なの 2011/1/20 胡麻印ま
ほうびん
(株)さま

2011/1/27

8 タイマ 話題沸騰ポット要求仕様書
第7版 P.8

タイムアップ後は下記動作という認識で正しいでしょうか？
・タイマ停止
・タイマ残り時間表示窓に0min0secを表示

なの 2011/1/20 胡麻印ま
ほうびん
(株)さま

2011/1/27

9 水位メータ 話題沸騰ポット要求仕様書
第7版 P.8

pot-280-xxに蓋センサonから3sec経過時の水位判定の仕様は記載されてお
りますが、それ以降の判定仕様が記載されておりません。水位判定の監視周
期等の仕様はございますでしょうか？

なの 2011/1/20 胡麻印ま
ほうびん
(株)さま

2011/1/27

10 沸騰行為 話題沸騰ポット要求仕様書
第7版 P.9

サーミスタが100℃か否かで沸騰を判別する仕様となっておりますが下記懸念
点がございます。仕様変更はございますでしょうか？

①低気圧下では水温が100℃に到達しない
②高気圧下では水温が100℃に到達しても沸騰が発生しない

【補足】
「一定時間温度に変化が無いこと」のみで沸騰と判断する仕様に変更した場
合、氷水をポットに入れた際に、沸騰を誤認識する懸念がございます。

たち 2011/1/20 胡麻印ま
ほうびん
(株)さま

2011/1/27

質問事項 ご回答

■　Q&Aシート
チーム：めいしゅ館
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安全性

環境

一般環境

条件

ユーザ

負荷

悪環境

ユーザインタフェース

ポット

水

話題沸騰ポット

ポットの中身

を給湯する

ポットの中身の温度

を制御する 水量を検出する

入力装置

ポットの中身

を沸騰させる

時間を計測する

入力

ポットの中身

の温度を保つ

出力

電源 コンセント

給水線

ブザー

出力装置

温度表示窓
保温モード表示窓

タイマ残り時間表示窓

ランプ

沸騰ランプ

水位メータ
(インジケータセル)

ロックランプ

保温ランプボタン

沸騰ボタン

タイマボタン

給湯ボタン

ロック解除ボタン

保温設定ボタン

センサ

満水センサ

第n水位センサ

蓋センサ

変換装置

ヒータ

ポンプ

状態

給湯状態

（給湯ロック、給湯待ち、給湯中）

保温モード

ヒータ状態

カウント時間

(分、秒)

過去温度
(温度履歴)

変換

加熱

温度エラー

温度制御方式

温度制御テーブル

お湯

変換としてあげる利点

変換はキーワードかも

水状態

水位

水温 水

水量

外気温気圧

設置角度

時間 給湯ロック

ボタンの押し方

人

タイマ

水温と設定温度の

温度差

変更前の保温モード

水温

ボタンの押下時間

湿度 プラス マイナス

消費電力

装置の故障

一定値

変化

保温モードの切り替え頻度

目的の温度に変化

するまでの時間

右手／左手／両手

湯量

水圧

お湯の出る時間

連続動作時間

保温温度を変えたとき沸騰を開始したとき

ポット外部の状態

通常動作時

高付加時

（沸騰、全機能動作など）

ポット周辺

（何も無い、物に埋もれて

いる(熱が篭る？)）

温度制御状態

（アイドル、沸騰、保温）
状態１つの動作

他の状態との

組み合わせ

明るさ

塵や埃

取り扱い説明書の有無

（無くても使える？）

デフォルト状態

（電源投入時）

何も操作しない

指の種類

ボタンを押す力

本体が濡れている

ポットの形

ポットの使用目的

（お茶、カップラーメン、ミルク）

付着したカルキ

ポット内部の状態
焦げ、焼け

変色

硬度 不純物

目標温度ON/OFF方式

PID制御方式

状態遷移 沸騰、保温

水位

タイマ
給湯

出方（飛び散るなど） 内部／外部（給湯したお湯）

落雷

ノイズ変形

給湯口の詰まり

本体温度

結露

水漏れ

連続で沸騰／保温

連続で給湯

設置場所が濡れている

上に物を置く

装置の故障

水位センサと水位

メータの変換法則

タイマの設定時間

設定した通り動くか
時間の切り替え

カウント時間の誤差

カウントダウン状態

視覚

点灯時間

消灯時間
表示文字

聴覚

ブザーの種類

（周波数、鳴動

パターン）

ブザーの音量

異常検出、通知

異常通知
異常の種類を区別できる

異常であることが分かる

操作性

応答速度

パネル操作から動作

するまでの時間

操作の容易性

ボタン配置 暗闇でも分かる

タイマ設定に必要な時間

ブザー

センサが濡れている

コンセント長

電源周波数

知識

経験

年齢
国籍

サーミスタ

対流

対人リスク

火傷

火災

誤操作

感電

打撲

骨折

対資産、対環境リスク

カビ

室内
ポット内 カルキ

汚れ

水垢

劣化

スイッチ
素材

■　テストカテゴリモデル
チーム：めいしゅ館
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テストタイプ・テストカテゴリ テスト設計 テスト設計 テスト設計 テスト設計

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

機能 FNC01

□ 機能 FNC01_01 電源投入／切断時の状態 3 1 2 2 ・コンセント接続時のデフォルト値設

定

・給湯状態の初期状態

・コンセント切断時の給湯関連の動作

・ホワイトボックステストでデフォルト値設定を確認（デバッ

ガで確認）

・状態遷移テストで給湯状態遷移の初期状態（ロック解除）

を確認

・コンセント接続時に下記を確認

- ロックランプ消灯

・コンセント切断時に下記を確認

-給湯ボタンを押下しても給湯できない

-解除ボタンを押下しても給湯ロックが解除できず、ロック

ランプも消灯

- ロックランプが消灯

＜電源投入時＞

・コンセント

＜電源切断時＞

・コンセント

・給湯ボタン

・解除ボタン

・ロックランプ

＜電源投入時＞

・コンセント

・給湯状態

・ロックランプ

＜電源切断時＞

・コンセント

・ロックランプ

・給湯状態

3 3 ・デフォルト値設定までの時間（起動

時間）

・コンセント切断から動作停止までの

時間

・コンセント接続／切断の容易性

・給湯状態の初期状態

・コンセント接続からデフォルト値設定完了までの時間をス

トップウォッチで複数回計測

・コンセント切断から動作停止までの時間をストップウォッ

チで複数回計測

・いくつかのペルソナ、シナリオでコンセントの接続／切断テ

ストを実施

・給湯状態の初期状態がロック解除で使い易いか確認

・機能テスト参照

・ペルソナ

・シナリオ

・機能テスト参照

・応答速度

・コンセント接続

／切断の容易性

1 2 2 2 ・電源周波数の対応

・コンセントの接続／切断を頻繁に

行った場合のデフォルト値設定

・コンセントの接続／切断を頻繁に

行った際の劣化

・塵埃がある状態でコンセントの接続

／切断

・電源周波数が60Hz、50Hzでもデフォルト値が正しく設定さ

れることを確認

・実機でコンセントの接続／切断を頻繁に行い、接続時に

毎回デフォルト値が正しく設定されるか確認

・実機でコンセントの接続／切断を頻繁に行い、装置の劣

化を計測

・塵埃がある状態でコンセントの接続／切断を行っても正し

く動作するか確認

・機能テスト参照

・塵埃

・電源周波数

・機能テスト参照

・デフォルト値の

設定

・装置の劣化度

合い

3 2 ・コンセント接続／切断時の対人リス

ク

・コンセント接続／切断時の対物リス

ク

・コンセント接続時の給湯状態がロッ

ク解除である対人リスク

・コンセント接続時の給湯状態がロッ

ク解除である対物リスク

・コンセント接続／切断時に感電、過電流、漏電、火災、感

電などが発生しないかどうか確認

・コンセント接続／切断を繰り返した場合に装置の劣化が

原因で事故が発生しないか確認

・コンセント接続時にロック解除であると、誤って給湯してし

まい、火傷等の事故に繋がらないか確認

・コンセント接続時にロック解除であると、誤って給湯処理

が動作した場合に、火傷等の事故や、ポット設置場所の浸

水に繋がらないか確認

・機能テストと同

様

・塵埃

・対人リスクの発

生

・対物リスクの発

生

■ 要求仕様 pot-210-11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

■ 要求仕様 pot-210-12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

■ 要求仕様 pot-250-11 1 1 1 1 1 1

□ 機能 FNC01_02 給湯ロック／ロック解除 4 3 4 ・給湯状態の状態遷移 ・状態遷移テストを行い、給湯状態が分析モデル通りに動

作することを確認

・誤って給湯を行うと対人リスクが高いため、最低でも1ス

イッチカバレッジの状態遷移テストを実施する

・蓋センサoffの時間は1sの境界値テストを行う（実機で実現

が難しければ、0.5sと1.5sでテストを行う）

・解除ボタンの押下時間は100msの境界値テストを行う（実

機で実現が難しければ、50msと500msでテストを行う）

・コンセント

・蓋センサ

・給湯状態

・解除ボタン

・ロックランプ

・給湯状態

4 4 1 ・給湯状態の状態遷移の応答速度

・解除ボタンの妥当性

・イベント発生後、給湯状態の状態遷移が行われるまでの

時間をデバッガを用いて複数回計測

・いくつかのペルソナ、シナリオで給湯状態の状態遷移の妥

当性を確認

・いくつかのペルソナ、シナリオで解除ボタンの妥当性（配

置、ボタンの種類、押下時間など）を確認

・機能テスト参照

・ペルソナ

・シナリオ

・応答速度

・給湯状態の状

態遷移の妥当性

・解除ボタンの

妥当性

2 3 ・蓋センサのon／offを頻繁に行った場

合の給湯状態の状態遷移

・解除ボタンのon／offを頻繁に行った

場合の給湯状態の状態遷移

・蓋センサ故障時の動作

・実機で蓋センサのon／offを頻繁に行い、給湯状態の状態

遷移が分析モデル通りに動作することを確認

・実機で解除ボタンのon／offを頻繁に行い、給湯状態の状

態遷移が分析モデル通りに動作することを確認

・蓋センサが故障した際の給湯ロック／ロック解除の動作を

確認

・機能テスト参照

・蓋センサの故

障

・機能テスト参照

・装置の劣化度

合い

・蓋センサの故

障の影響

4 1 ・コンセント接続時の給湯状態がロッ

ク解除である対人／対物リスク

・蓋センサoff時にロックを解除する対

人／対物リスク

・解除ボタンの押下時間が100ms以上

であることに対する対人リスク

・給湯中にロックが行えないことに対

する対人リスク

・下記の何れかの条件でロック解除の場合、誤って給湯して

しまい、火傷等の事故に繋がらないか確認

- コンセント接続時

-蓋センサoff時

・下記の何れかの条件でロック解除の場合、誤って給湯処

理が動作した際に、火傷等の事故や、ポット設置場所の浸

水に繋がらないか確認

- コンセント接続時

-蓋センサoff時

・意図せず解除ボタンに触れて給湯ロックが解除されてしま

わないか確認

・給湯時にロックが行えないことで火傷等の事故に繋がらな

いか確認

・機能テスト参照 ・対人リスクの発

生

・対物リスクの発

生

■ 要求仕様 pot-221-13 1 1 1 1 1 1 1 1 1

■ 要求仕様 pot-250-11 1 1 1 1 1 1

■ 要求仕様 pot-250-21 1 1 1 1 1 1 1 1 1

■ 要求仕様 pot-250-31 1 1 1 1 1 1

□ 機能 FNC01_03 給湯／給湯中の異常検出 4 3 2 2 4 2 2 ・給湯による水位減少

・給湯状態の状態遷移

・給湯を行うことで水位メータが変化（水位が減少）すること

を確認

・状態遷移テストを行い、給湯状態が分析モデル通りに動

作することを確認

・誤って給湯を行うと対人リスクが高いため、最低でも1ス

イッチカバレッジの状態遷移テストを実施する

・水位は境界値として空、第1水位センサまでon、第4水位セ

ンサまでon、満水の4パターンで確認

・温度エラーは高温、温度下がらず、温度上がらずの3パ

ターンで確認

・保温状態は3つのうちの何れかで確認

・給湯を行う条件が多いため、正常系の組み合わせについ

ては直交表を用いて2因子間の組み合わせを網羅する

・異常値（給湯を停止する条件も含める）については異常

値の単体テストを行う

・給湯状態

・水位状態

・蓋センサ

・ヒータ用電源

・温度制御状態

・給湯状態 5 3 1 2 1 1 ・給湯口からのお湯の排出

・給湯状態の状態遷移の応答速度

・給湯ボタンの妥当性

・給湯時の消費電力

・いくつかのペルソナ、シナリオで、給湯されるお湯の湯量、

水圧、出方の妥当性を確認

・イベント発生後、給湯状態の状態遷移が行われるまでの

時間をデバッガを用いて複数回計測

・いくつかのペルソナ、シナリオで給湯状態の状態遷移の妥

当性を確認

・いくつかのペルソナ、シナリオで給湯ボタンの妥当性（配

置、ボタンの種類、押下時間など）を確認

・給湯時のポンプ駆動による消費電力を計測し、許容範囲

内であるか確認

・機能テスト参照

・ペルソナ

・シナリオ

・お湯の給湯方

法の妥当性

・応答速度

・給湯状態の状

態遷移の妥当性

・給湯ボタンの

妥当性

・消費電力

1 1 2 2 2 3 1 5 ・給湯の動作

・電源周波数の対応

・水の各硬度、不純物の混入等でも給湯が行えるかどうか

確認

・極端な気圧、気温、湿度でも給湯や給湯中の異常検出が

行えるかどうか確認

・設置角度が傾いている状態でも給湯や給湯中の異常検出

が行えるか確認

・給湯動作を長時間連続で行っても、給湯や給湯中の異常

検出が行えるか確認

・連続で給湯を行っても故障や劣化が許容範囲内であるこ

とを確認

・実機で給湯の開始／停止を頻繁に行っても、給湯状態の

状態遷移が分析モデル通りに動作することを確認

・実機で給湯の開始／停止を頻繁に行い、装置の劣化を計

測

・給湯を行うことで、ポットの内部／外部に異常（結露、高温

など）が発生しないことを確認

・電源周波数が60Hz、50Hzでも給湯が行えることを確認

・蓋センサ、第n水位センサ、満水センサ、サーミスタ等の

ハード異常が発生した場合でも給湯中の異常検出が行える

かを確認

・機能テスト参照

・水の硬度

・不純物の混入

・気圧

・気温

・湿度

・設置角度

・連続給湯時間

・ハード異常

・電源周波数

・機能テスト参照

・給湯機構の耐

久度

・ポットの内部状

態／外部状態

5 5 3 ・給湯時の対人／対物リスク ・給湯時に火傷や感電等の事故が発生しないか確認

・給湯時の水分によって、ポット自身や周りの環境にカビ、

水垢による汚れ、水分による劣化等が発生しないか確認

・給湯中の異常検出の条件に漏れがあり、火傷や感電等の

事故が発生しないか確認

・機能テスト参照 ・対人リスクの発

生

・対物リスクの発

生

■ 要求仕様 pot-100-13 1 1 1 1 1 1 1

■ 要求仕様 pot-110-15 1 1 1 1 1

■ 要求仕様 pot-110-20 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

■ 要求仕様 pot-260-11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

■ 要求仕様 pot-260-21 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

□ 機能 FNC01_04 ロックランプの点灯／消灯 2 2 ・蓋センサ1s以上off時のロックランプ

消灯

・解除ボタンを100ms以上押下時の

ロックランプの点灯／消灯

・蓋センサoffの時間は1sの境界値テストを行う（実機で実現

が難しければ、0.5sと1.5sでテストを行う）

・解除ボタンの押下時間は100msの境界値テストを行う（実

機で実現が難しければ、50msと500msでテストを行う）

・蓋センサ

・ロックランプ

・給湯状態

・解除ボタン

・ロックランプ 2 2 2 ・蓋センサの1s以上のoffからロックラ

ンプ消灯までの時間

・ロックランプの見易さ（ランプのサ

イズ、色、明るさ）

・解除ボタンの100ms以上の押下から

ロックランプ点灯／消灯までの時間

・蓋センサの1s以上のoffからロックランプ消灯までの時間

をストップウォッチで複数回計測

・解除ボタンの100ms以上の押下からロックランプ点灯／

消灯までの時間をストップウォッチで複数回計測

・ロックランプの表示が、ペルソナを変更しても見易いかど

うかテスト

・機能テスト参照

・ペルソナ

・応答速度

・ロックランプの

見易さ

2 2 1 2 2 ・ロックランプの見易さ

・ロックランプの耐久度

・湿度が高い（曇る）、塵埃が多いなどの環境で、ロックラン

プが見易いか確認

・ロックランプの点灯／消灯を繰り返し、ロックランプの耐

久度を計測

・ロックランプを連続で点灯させ耐久度を計測

・機能テスト参照

・塵埃

・湿度

・機能テスト参照

・ロックランプの

見易さ

・ロックランプの

耐久度

2 ・ロックランプの点灯／点滅時の対人

リスク

・ロックランプの点灯／点滅時に人に害がないか確認 ・機能テスト参照 ・対人リスクの発

生

■ 要求仕様 pot-221-13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

■ 要求仕様 pot-250-21 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

機能 FNC02

□ 機能 FNC02_01 電源投入／切断時の状態 3 2 2 ・コンセント接続時のデフォルト値設

定

・コンセント切断時のタイマ関連の動

作

・タイマ状態遷移の初期状態

・ホワイトボックステストでデフォルト値設定を確認（デバッ

ガで確認）

・状態遷移テストでタイマ状態遷移の初期状態（停止）を確

認

・コンセント接続時に下記を確認

- タイマ残り時間表示窓が0分

- タイマのカウントダウン停止

・コンセント切断時に下記を確認

- タイマ残り時間表示窓の消灯

- タイマボタンを押下しても時間のセット、カウントダウン

開始が行えない

＜電源投入時＞

・コンセント

＜電源切断時＞

・コンセント

・タイマボタン

＜電源投入時＞

・コンセント

・タイマ状態

・タイマ残り時間

表示窓

・タイマ時間

・カウントダウン

動作

＜電源切断時＞

・タイマ残り時間

表示窓

・タイマ時間

・カウントダウン

動作

2 3 1 ・デフォルト値設定までの時間（起動

時間）

・コンセント切断から動作停止までの

時間

・コンセント接続／切断の容易性

・タイマ残り時間表示窓の文字サイズ

・コンセント接続からデフォルト値設定完了までの時間をス

トップウォッチで複数回計測

・コンセント切断から動作停止までの時間をストップウォッ

チで複数回計測

・いくつかのペルソナ、シナリオでコンセントの接続／切断テ

ストを実施

・タイマ残り時間表示窓の表示が、ペルソナを変更しても見

易いかどうかテスト

・機能テスト参照

・ペルソナ

・シナリオ

・応答速度

・コンセント接続

／切断の容易性

・タイマ残り時間

表示窓の見易さ

1 1 3 2 2 ・電源周波数の対応

・コンセントの接続／切断を頻繁に

行った場合のデフォルト値設定

・コンセントの接続／切断を頻繁に

行った際の劣化

・塵埃がある状態でコンセントの接続

／切断

・タイマ残り時間表示窓の見易さ

・電源周波数が60Hz、50Hzでもデフォルト値が正しく設定さ

れることを確認

・実機でコンセントの接続／切断を頻繁に行い、接続時に

毎回デフォルト値が正しく設定されるか確認

・実機でコンセントの接続／切断を頻繁に行い、装置の劣

化を計測

・塵埃がある状態でコンセントの接続／切断を行っても正し

く動作するか確認

・湿度が高い（曇る）、塵埃が多いなどの環境で、タイマ残り

時間表示窓が見易いか確認

・機能テスト参照

・塵埃

・湿度

・蓋センサの故

障

・電源周波数

・機能テスト参照

・タイマ残り時間

表示窓の見易さ

2 2 ・コンセント接続／切断時の対人リス

ク

・コンセント接続／切断時の対物リス

ク

・コンセント接続／切断時に感電、過電流、漏電、火災、感

電などが発生しないかどうか確認

・コンセント接続／切断を繰り返した場合に装置の劣化が

原因で事故が発生しないか確認

・機能テスト参照

・塵埃

・対人リスクの発

生

・対物リスクの発

生

■ 要求仕様 pot-210-11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

■ 要求仕様 pot-210-12 1 1 1 1 1 1 1 1 1

■ 要求仕様 pot-270-11 1 1 1 1 1 1 1

□ 機能 FNC02_02 タイマの開始／停止 4 2 3 ・タイマ状態の状態遷移

・ブザーの鳴動

・状態遷移テストを行い、タイマ状態が分析モデル通りに動

作することを確認

・タイマ状態の仕様が不明確で、設計実装に不安があるた

め、最低でも1スイッチカバレッジの状態遷移テストを実施

する

ｒ

・タイマボタンの押下時間（長押し）は3sの境界値テストを行

う（実機で実現が難しければ、2.5sと3.5sでテストを行う）

・タイマ停止時に下記を確認

- ブザーの鳴動

- タイマ残り時間表示窓の0分表示

- タイマ値の0クリア（デバッガで確認）

・タイマ状態

・タイマ値

・タイマボタン

・蓋センサ

・タイマ状態

・タイマ値

・ブザー

・タイマ残り時間

表示窓

4 4 3 3 ・タイマ状態の状態遷移の応答速度

・タイマボタンの妥当性

・カウントダウン開始の認識

・ブザー音

・イベント発生後、タイマ状態の状態遷移が行われるまで

の時間をデバッガを用いて複数回計測

・いくつかのペルソナ、シナリオでタイマ状態の状態遷移の

妥当性を確認

・いくつかのペルソナ、シナリオでタイマボタンの妥当性（配

置、ボタンの種類、押下時間など）を確認

・いくつかのペルソナでカウントダウンの開始／停止が認

識できるか確認

・いくつかのペルソナでブザー音が認識でいるか確認

・機能テスト参照

・ペルソナ

・シナリオ

・応答速度

・タイマ状態の

状態遷移の妥当

性

・タイマボタンの

妥当性

・ブザー音の妥

当性

3 2 1 1 ・タイマの動作

・電源周波数の対応

・ブザー音

・蓋センサ故障時の動作

・実機でタイマの開始／停止を頻繁に行っても、タイマ状態

の状態遷移が分析モデル通りに動作することを確認

・実機でタイマの開始／停止を頻繁に行い、装置の劣化を

計測

・電源周波数が60Hz、50Hzでもタイマの開始／停止が行え

ることを確認

・極端な気圧、気温、湿度でもブザー音が聞こえるか確認

・蓋センサが故障した際のタイマの動作を確認

・機能テスト参照

・気圧、気温、湿

度

・蓋センサの故

障

・電源周波数

・機能テスト参照

・タイマ機構の

耐久度

・蓋センサの故

障の影響

■ 要求仕様 pot-110-15 1 1 1 1 1

■ 要求仕様 pot-110-22 1 1 1

■ 要求仕様 pot-270-41 1 1 1 1 1 1 1 1

■ 要求仕様 pot-270-61 1 1 1 1 1

■ 要求仕様 pot-271-11 1 1 1 1 1 1 1 1 1

□ 機能 FNC02_03 タイマ時間の設定／クリア 5 1 4 5 ・タイマ状態の状態遷移 ・状態遷移テストを行い、タイマ状態が分析モデル通りに動

作することを確認

・タイマ状態の仕様が不明確で、設計実装に不安があるた

め、最低でも1スイッチカバレッジの状態遷移テストを実施

する

・タイマボタンの押下時間は100msの境界値テストを行う

（実機で実現が難しければ、50msと500msでテストを行う）

・タイマボタンの100ms以上押下時に下記を確認

- タイマ残り時間表示窓+1分表示

- タイマ値の+1分、秒0クリア

- ブザーの鳴動

・タイマ値の設定は境界値として0→1、59→60、60→1を確

認する

・タイマ状態

・タイマ値

・タイマボタン

・蓋センサ

・タイマ状態

・タイマ値

・タイマ残り時間

表示窓

・ブザー

6 6 4 6 ・タイマ状態の状態遷移の応答速度

・タイマボタンの妥当性

・タイマ値の設定範囲の妥当性

・ブザー音

・イベント発生後、タイマ状態の状態遷移が行われるまで

の時間をデバッガを用いて複数回計測

・いくつかのペルソナ、シナリオでタイマ状態の状態遷移の

妥当性を確認

・いくつかのペルソナ、シナリオでタイマボタンの妥当性（配

置、ボタンの種類、押下時間など）を確認

・いくつかのペルソナ、シナリオでタイマ値の設定範囲の妥

当性を確認

・いくつかのペルソナでブザー音が認識でいるか確認

・機能テスト参照

・ペルソナ

・シナリオ

・応答速度

・タイマ状態の

状態遷移の妥当

性

・タイマボタンの

妥当性

・タイマ値の設

定範囲の妥当性

・ブザー音の妥

当性

4 2 3 1 ・タイマの動作

・電源周波数の対応

・ブザー音

・蓋センサ故障時の動作

・実機でタイマ時間の設定／クリアを頻繁に行っても、タイマ

状態の状態遷移が分析モデル通りに動作することを確認

・実機でタイマ時間の設定／クリアを頻繁に行い、装置の劣

化を計測

・電源周波数が60Hz、50Hzでもタイマの設定／クリアが行え

ることを確認

・極端な気圧、気温、湿度でもブザー音が聞こえるか確認

・蓋センサが故障した際のタイマの動作を確認

・機能テスト参照

・気圧、気温、湿

度

・蓋センサの故

障

・電源周波数

・機能テスト参照

・タイマ機構の

耐久度

・蓋センサの故

障の影響

■ 要求仕様 pot-110-15 1

■ 要求仕様 pot-110-22 1 1 1

■ 要求仕様 pot-270-21 1 1 1 1 1 1 1 1 1

■ 要求仕様 pot-270-22 1 1 1 1 1

■ 要求仕様 pot-270-23 1 1 1 1 1 1 1 1 1

■ 要求仕様 pot-270-31 1 1 1 1 1 1 1 1 1

状

態

遷

移

（
動

作

モ

ー

ド

、

タ

イ

マ

）

水

の

変

化

（
水

位

、

水

量

、

水

温

、

対

流

）

機

能

連

動

給

湯

（
湯

量

、

水

圧

、

出

方

）

操

作

性

（
使

い

や

す

い

、

応

答

速

度

）

ペ

ル

ソ

ナ

（
年

齢

、

経

験

、

知

識

、

国

籍

）

、

シ

ナ

リ

オ

ボ

タ

ン

の

押

下

方

法

（
手

、

指

、

力

、

物

）

計

測

誤

差

（
水

温

、

時

間

）

セ

ン

サ

・

ボ

タ

ン

・

電

源

・

入

力

時

間

ポ

ン

プ

・

ヒ

ー

タ

ブ

ザ

ー

・

ラ

ン

プ

・

表

示

（
温

度

、

水

位

、

時

間

）

入

力

す

る

水

（
水

位

、

水

量

、

水

温

）

ポットの中身を給湯する

水

の

状

態

（
硬

度

、

不

純

物

）

室

内

環

境

（
電

源

周

波

数

）

自

然

環

境

（
気

圧

、

気

温

、

湿

度

）

変

換

時

間

（
沸

騰

、

保

温

）

消

費

電

力

（
通

常

、

高

負

荷

）

エ

ラ

ー

通

知

（
原

因

の

特

定

）

温

度

制

御

方

式

・

加

熱

・

温

度

変

換

エ

ラ

ー

5

切

り

替

え

頻

度

連

続

動

作

悪

環

境

（
濡

れ

、

塵

埃

、

設

置

角

度

、

落

雷

）

ポ

ッ

ト

の

内

部

状

態

・

外

部

状

態

ハ

ー

ド

要

因

の

異

常

（
故

障

、

劣

化

、

断

線

、

歩

留

ま

り

、

固

着

）

43
機能テスト 堅牢性テスト

3 4 5 1 2 3 4
ユーザビリティテスト

1

仕様項目 テスト設計方針

1 22 5

メモ 仕様項目 テスト設計方針 メモ

時間を計測する

入力データ

事前状態

の

候補

仕様項目 テスト設計方針

入力データ

事前状態

の

候補

出力結果

事後状態

の

候補

視

覚

、

聴

覚

出力結果

事後状態

の

候補

メモ

入力データ

事前状態

の

候補

出力結果

事後状態

の

候補

対

環

境

物

リ
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ク

（
カ

ビ

、

汚

れ

、

劣

化

）

安全性テスト

異

常

検

出

、

異

常

通

知

1

仕様項目

対

人
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ス
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ク
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ク
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ー

マ

、

量

産

、

評

判

）

テスト設計方針

入力データ

事前状態

の

候補

出力結果

事後状態

の

候補

52 3 4

メモ

■　テスト分析マトリクス＋テスト設計書
チーム：めいしゅ館
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